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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像供給装置からの画像信号に応じた画像を、光学系を介して投射する画像投射装置で
あって、
　前記光学系に対して移動可能な光学フィルタと、
　該光学フィルタの位置に応じた情報成分を含む情報ユニットを前記光学フィルタの位置
毎に各々対応して記憶された複数のメモリと、
　該複数のメモリの中から、前記光学フィルタの位置に応じた情報成分を含む情報ユニッ
トが記憶されたメモリを選択し、該選択したメモリから前記情報ユニットを前記画像供給
装置に出力させる選択手段と、
　を有することを特徴とする画像投射装置。
【請求項２】
　前記画像投射装置は、前記光学フィルタの位置が互いに異なる複数のモードを有し、
　前記選択手段は、設定されたモードに応じて前記メモリを選択することを特徴とする請
求項１に記載の画像投射装置。
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【請求項３】
　前記光学フィルタが前記光学系の光路上に位置する第１モードと、
　前記光学フィルタが前記光学系の光路上に位置しない第２モードと、
　を有することを特徴とする請求項２に記載の画像投射装置。
【請求項４】
　前記メモリは、不揮発性メモリであることを特徴とする請求項１に記載の画像投射装置
。
【請求項５】
　前記情報ユニットは、ＥＤＩＤ情報であることを特徴とする請求項１に記載の画像投射
装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１つに記載の画像投射装置と、該画像投射装置から出
力された前記情報ユニットに応じた画像信号を前記画像投射装置に供給する画像供給装置
とを有することを特徴とする画像投射システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の一側面としての画像投射装置は、画像供給装置からの画像信号に応じた画像を
、光学系を介して投射する画像投射装置であって、前記光学系に対して移動可能な光学フ
ィルタと、該光学フィルタの位置に応じた情報成分を含む情報ユニットを前記光学フィル
タの位置毎に各々対応して記憶された複数のメモリと、該複数のメモリの中から、前記光
学フィルタの位置に応じた情報成分を含む情報ユニットが記憶されたメモリを選択し、該
選択したメモリから前記情報ユニットを前記画像供給装置に出力させる選択手段と、を有
することを特徴とする。
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